




要約:小児期からの健康的なライフスタイルの形成において、心理発達的な要因を考慮す

ることはきわめて重要である。本研究においては、「第 2 回富山スタディ」の調査結果に

基づいて、パーソナリティと食生活、生活習慣との関連について検討を行った。


